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１．研究目的 

 新しい再生可能エネルギーとして風力発電が注目を集めている。現在、国内には 1,683 基の風力

発電設備が設基されている (2009 年現在1)。しかし、風力発電設備の中で、特に電気を発生させる

為の風車本体（以下、風車と記す）から発生する音が問題になっている。この研究では、その音が

被験者に与える心理的影響を脳波を測定器で調べ、その関係を調査するものである。 

 

２．実験方法 

1.1 音の採取 

 国内の代表的な風力発電設備の風車から SONY 製の PCM レコーダ PCM-D1（サンプリング周波

数 96KhZ、量子化 24bit）により音を採取して音響測定を行う。場所、時間、温度、気圧、風速を

記録する。 

1.2 採取した音の周波数解析 

 採取した音をデジタルのまま、吉正電子製の音響分析システム DSSF3 の Realtime Analyzer (RA)

を使用して周波数解析を行う。無響音室にて PCM レコーダーをレベル 5 にて収音する。それを RA

に通して予期しない音が採取されていないかをテストする。 

1.3 音を被験者へ聴取させ、脳波を測定する 

 音を解析できたら、安静時の被験者に採取した音をイヤフォン（SONY 製 MDR-EX700）で、被

験者に 5 分間聴取させる。聴かせた音源は、ヨー（モーター）駆動音、風車のプロペラの風切音、

無音、クラシック音楽の 4 つである。それぞれの音を聴取している間、脳波測定器（FUTEK 製 

FM-929）で被験者の脳波の出力を記録する。脳波の測定については、研究者自身が被験者となり、

これを行う。実験結果に伴い、関連性を見る際にはあくまでも一個人の被験者の心理的傾向が示さ

れた事に留意する必要がある。 

1.4 脳波の出力 

 採取した脳波は、１秒毎に、縦軸に被験者の脳波の周波数出力（単位は 0.5μV）を、横軸に、脳

波の周波数、θ波 4.0-7.0Hz、α波 8.0-13.0Hz、β波 18.0-30.0Hz を取る。 

1.5 音源と採取された脳波の関係 

 ヨー駆動音、プロペラの風切音など 4 つの音源の FFT 解析を行い、音源と被験者から採取された

α波などの脳波の周波数出力との関係を調査する。 
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